
生駒市地域脱炭素移行・再エネ推進補助金（戸建住宅）　ＦＡＱ

NO. ジャンル 質問 回答 更新日

1

既設パネルが蓄電池に対応していないメーカーのものなの
で、それを外して、新たに太陽光パネル+蓄電池設置を検討
中のお客様がいる。その場合の既設パネルの撤去費用はど
うなるか？

既設パネルの撤去費用は補助金の対象外です。 4月9日

2
現在、既設パネルでＦＩＴ制度を利用して余剰電力を売電し、
新たに蓄電池の導入を検討しているお客様がいる。補助金
とＦＩＴの併用は不可とのことだったが問題ないか？

はい、問題ありません。その際の蓄電池の設置費は補助金の対象
になります。

4月9日

3
太陽光パネルと接続しない単機能型蓄電池は対象になるの
か？

蓄電池の交付要件として、「原則として、再エネ発電設備によって
発電した電気を蓄電するものであり、平時において充放電を繰り
返すことを前提とした設備」とすることとしていますので、補助対
象外となります（ポータブル等）。

4月9日

4
蓄電池を新たに導入しようとした際、既存のパワーコンディ
ショナを蓄電池に合ったものに変えなければいけない（寿命
に関わらず）。その費用は補助金の対象になりますか？

新たに設置するパワーコンディショナは、補助対象となりますが、
既設分の撤去費用は補助金の対象外です。

4月9日

5
補助金を活用して設置できる蓄電池は、ハイブリッド型のみ
対象だと聞いたがそうなのか？

＜単機能型とハイブリッド型について＞
・単機能型蓄電池も補助金の対象です。（関連質問：Q3）
・太陽光発電のパワーコンディショナは補助対象外ですが、パワー
コンディショナの併用は可能です。
・ハイブリッド型も、補助対象となりますが、「太陽光発電」にかか
る機能の費用は補助対象外になるため除外してください。（関連
質問：Q6）

4月9日

6
＜蓄電池のみ導入の場合＞
ハイブリッド型パワーコンディショナの「太陽光発電」にかか
る機能の費用はどのように算出すればよいか？

ハイブリッド型パワーコンディショナで「太陽光発電」の機能に係る
費用を明確にできない部分がある場合には、「蓄電池」に係る機能
の費用の全額及び「蓄電池」と「太陽光発電」の機能を明確に分け
られない部分の費用の1/2を補助対象経費として積算してくださ
い。

4月9日

7
蓄電池を２台設置した場合、両方とも交付金対象となる
か？

両方とも補助金の対象となります。 4月9日

8
工事に
ついて

古い家の屋根では特殊な下地材を使用している場合がある
（例：バラ板）。その場合、メーカー指定工法で施工する場
合、どうしても架台部分の補強が必須となるが、その場合の
費用は交付金対象になるのか？

・地域脱炭素移行・再エネ推進交付金 実施要領では、設備導入に
伴う付帯設備等は必要最小限度の範囲（設備の適切な稼働に直接
必要なもの）に限り補助対象に含めることとしています。
・建物側の構造や強度不足などにより必要となった補強工事の費
用については、補助金の対象にはなりません。

4月9日

9 エネファームは交付金対象か？ 補助対象外です。 4月9日

10 国や県の補助金との併用は可能か？

既存の太陽光発電設備・蓄電池の設置や住宅の建設にあたり、国
や県の補助金を活用していても問題はありません。しかし、今回新
たに設置する太陽光発電設備及び蓄電池について、他の補助金と
併用することは不可能です。

4月9日

蓄電池の
みの導入
について

その他


